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ICT担当　盲壷森高一　松　川　厚　雄

lcTとは､インフォメーション(I)アン

ドコミュニケーション(C)テクノロジー(T)0

直訳して､情報通信技術｡すでに使い古された
感のある言葉ですo jミュ二ティースクールの

天沼小では､ ｢技術｣というより､もっと人間

的な｢姿勢｣のほうがふさわしく思え､ここで
はあえて造語を使ってみます｡

ACSoあまぬまコミュニケーションスタイル｡

天沼小の教育活動には､日常からCSの方や地
域の方々が多数関わってくださU､その人的環
境の中で､子供たちはコミュニケーションの方
法を自然に身につけてきています｡そして､授

業中には､各教室やPC室において､ IT機器を
活用したコミュニケーション活動を進めていま
す｡その様子の一部を紹介しましょう｡

通短焦点型プロジ
ェクタ-は､各教室

の黒板に常設された
プロジェクターで､
いちいち机等の上に

設置することなく､
リモコン一つで起動

し使える優れもので
す｡　これに､ビデ

オやDVD､パソコ

ン､Eボード(電子

黒板用ユニ､ソト)等

を接続し､映像資料
を提示して学習に役
立てています｡

実物投影機(OHC)も､各教室や､特別教
室にある､資料集のグラフや児童のノート､写

落ち着いた生活をしましょう

ー- ､

校舎内にはLAN (棟内のパソコンをつなぐ
ネ､ソトワ-ラ)ケ-ブjL/が張り巡らされていて､

アクセスポイント(上の写真､中継墓地)も数

多く設置されており､どこ
でもインターネットを活用

することができます｡国定
テレビはないので学校教育
放送は見られませんが､
Web利用で番組を必要な時
に見ることができます｡また､

運動会でも吉武みましたが､
Webカメラ(下の写真)と

∪-Stream (インタ-ネッ

ト上のライブ放送無料シス
テム)を使って学校行事等
の様子を配信することで､コミュニケーションの

輪を校内はもとより､地域にも広げようとトライ
しております｡このように､ I T機器の教育現場
への導入は著しいものがありますが､その日指

すところは､教育の効率化と個別化にとどまらず､
コミュニケーションツールとしての活用です｡

今後とも､天沼小学校では､子供と子供の
face tofaceのコミュニケーションをペースに

して､人的環境とIT環境の充実を園U､ ACS

の確立に向かって努力していきます｡

--･今月の目標--･

姿勢をよくしましょう
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感謝して食事をしましょう



魯C>⑩･ 11月の行事予定
日 ��r�行事予定 

1 儉r�かけあし.読書安全指導社会科見学(3年) 

2 ��R�読書タイムフォ□-アップタイム天沼フレンドパーク 

3 冦��文化の白 

4 仞��読喜一かけあしたてわリ遠足 

5 俶ﾒ� 

6 ���震災救援助所訓練(13:00-) 

ワ 仂r�全校朝会避難訓練クラブ活動 

8 儉r�かけあし.読書就学時健康診断(全学年4時間授業) 

9 ��R�水曜特別時程 

10 冦��音楽集会 

ll 仞��言売喜一かけあし 

12 �7�� 

13 �?｢� 

14 仂r�全校朝会 

15 ���かけあし.読書 

16 ��R�読書タイムフォローア､ソプタイム 

17 冦��読書タイム学芸会前日準備 

18 仞��学芸会(児童鑑賞日) 

19 �7��学芸会(保護者鑑賞日) 

20 �?｢� 

21 仂r�振替休日 

22 ���かけあし.言売書はみがきキャンペーン 

23 ��R�勤労感謝の日 

24 冦��児童集会 

25 仞��読書.かけあしお店番体験(3年) 

26 �7�� 

27 �?｢� 

28 仂r�健康朝会クラブ活動 

29 儉r�かけあし.読書 

30 ��R�連合音楽会(5年)フォローアップタイム天沼フレンドパーク 

T盤別､の魅力V｡l.闇

『バリアフリー』という言葉を知ってい
ますか?高齢者や障害のある人が安心し

て生活をするうえでの様々なバリア(障
壁･障害)を取り除くことです｡本校は『物

理的バリアフリー』の校舎です｡門から

昇降口､トイレ､そして階段以外の校内
すべての床で段差がありませんoまた.
エレベーターや階段の手前には｢止まれ｣

という意味の丸い点字ブロックが設置さ

れ､階段の手すりにも場所を示す点字
があります｡

今年は都立永福学園と区立済美養護
学校の5人の友達と副籍交流を行ってい

ます｡垂いすやストレッチャーで来校し､
工レペ-クーで教室に移動しますo音楽

の摘業を一緒に取LJ組んだり子供祭りに

参加したりしました｡楽しく交流できて
いるのは『心理的バリアフリー』の心を

子供たちがもっているからでしょうo今
後も､障害のある人もない人もすべて
の人が個人として尊重され　共に支え
合いながら安
心して生活で
きるアクセスピ
リティな学校を

目指しています｡

｢地域とともにある学校｣をめざす

文部科学省｢学校運営の改善の在り方等に関する調査研究協力者会議｣の提言が平成23年7月5日に

出されました｡そこには今後すべての学校が｢地域とともにある学校｣を目指すべきでありと記され､ ｢学校

と地域の関係づくりが､人々の学びと成長を促し､ひいては子供たちを守り､地域を守ることにつながります｡そ

のために､すべての学校が保護者･地域の人々と一体となって子供たちをはぐくんでいくことが求められてい

ますo｣とまとめられています｡

当事者意識をもって

これからの公教育では､学校が抱える課題を共有し､学校･保護者･地域の人々がよく考え､相互理

解を深め､各々が当事者意識をもって課題解決に取り組む必要があります｡

保護者は家庭教育の責任者として､地域住民は地域教育の担い手として､それぞれ責任があり､子供
たちをどのように育てていくかについては､学校に求めるだけでなく､当事者として自分たちの持ち場で積極

的にカサわっていく意欲が求められているのです｡

学校評価アンケートの実施

それを受けて､天沼小学校運営協議会では､現在､学校評価アンケート作成のための準備を行っています｡

その目的は､学校の教育活動を評価していただくことを通して､天沼小が取り組んでいる教育内容を､保

護者･地域の皆様により分かりやすく理解していただき､より保護者･地域･学校が一体となって学校運

営の改善をしていくことにありますo

具体的には､学校教育目標である｢知｣ ･ ｢徳｣イ体｣と､ ｢特色ある教育活動｣から1 3項目の設問を設定して､

1月下旬にアンケート配布をする予定です｡趣旨をご理解いただき､ご協力くださいますようお願いいたします｡

次回の学校運営協議会の予定11月24日(木) 10:00-
※傍聴を希望される方は､副校長までご連結くださいo
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